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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　９月　１８日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　上野　厚子　　　　記録者　相馬　亜紀子　　　

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	上野
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	公休
	公休
	○
	○
	C留守


	○
	D留守
	公休
	○
	○

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	深夜
	公休
	○
	公休
	準夜
	公休
	○
	公休
	深夜
	A留守

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	遅Ｂ
	欠勤
	○
	○
	○
	○
	公休
	○
	○
	公休
	準夜
	

	相馬
	和田
	似鳥

	○
	　○
	公休


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 上田　正男様～イライラ感変わりなし。

　　　　　　　　　精神神経用剤（グラマリール）　１×１　昼食後　６日分　以後定期処方。　精神状態の観察を続けトラブルのないよう介入していきましょう。

· 田端　玲子様～落ちつきのなさ変わりなし。

　　　　　　　　　精神神経用剤（レボトミン）６T　　３×１　7日分臨時処方となっています。逸脱した行動のないよう介入していきましょう。

・木村　トシ様～本日１４時過ぎ、東Ｃユニットより転入予定。

　　　　　　　　車椅子使用中、起立は可能。トイレは自分で行くが、時々失禁すること

　　　　　　　　あり。現在は、特に問題行動なく経過している。夜間は、良眠されており、意思の疎通も可能。

事故報告　　事故分析

· 内城　由蔵様～発生日時　平成20年9月16日　18時30分

　　　　　　　　事故状況　　


　　　　　・夕食を終え、下膳しようと日清スタッフのもとへ行こうと　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　
された際に転倒。

　　　　　　　　スタッフ４名の状況

　　　　　　　　・他患者様のトイレ誘導を終え、ホールへむかっており、目撃。

　　　　　　　　・他患者様のトイレ誘導中。

　　　　　　　　・他患者様の食事介助中。

　　　　　　　　・他患者様のオムツ交換介助中

　　　　　　　　＜事故に至った原因＞
　　　　　　　　・歩行が自立していた為、転倒のリスクが低いと思い込み、スリッパ

　　　　　　　　　での歩行でも特に注意していなかった。

　　　　　　　　・歩行時にスリッパで滑ってしまった。

　　　　　　　　・食事を終え、本人が下膳しようとしたことに、気が付かなかった。

　　　　　　　　　＜今後の対策＞

　　　　　　　　・スリッパではなく、靴を着用して頂く。→家族へ依頼は済んでいる。

　　　　　　　　　今後、内城様に限らず、他患者様にも、介護シューズを進めて行く方

　　　　　　　　　向で家族にも話して行く。

　　　　　　　　・転倒のリスクは誰にでもあるため、勝手な思い込みはしない。

　　　　　　　　・下膳は、患者様ではなく日清のスタッフ、もしくはスタッフで行っていく。

　　　　　　　　　・食事終了時は確認し、椅子から立ち上がる際には、ふらつきがないか

　　　　　観察する。また、本人へ手すりの使用などを促す。　　

　　　　　　　　・食事介助だけに集中せず、周りを見ながら、行うようにする。　　

　　　　　　　　・食事中は、ホールにスタッフを必ず置く。　　

・大沢　とくゑ様～発生日時　平成２０年９月１７日　１６時１０分

　　　　　　　　　事故状況　　

　　　　　　　　　・Ｄユニットホールにて、ドンという音とともに床の倒れているのを　　　　　　　　

　　　　　　　　　　発見。　

　　　　　　　　　　事故に至った原因

　　　　　　　　　・患者様の行動把握が不十分だった。　　　

　　　　　　　　　・ホールに誰もいなかった。　　　

　　　　　　　　　＜今後の対策＞　　　　　　　　

　・全体の様子を把握できるようなスタッフ配置。→介護リーダーと、

　　　　　　　　　　Ｃ・Ｄリーダーが集まって、リスクの高い人をピックアップしてスタッフの配置を決める。持ち場を離れるときは、必ず声掛けをする。

　　　　　　　　　・患者様の見守り・他の業務をするスタッフを確認し、常に見守りをするスタッフを1名以上配置する。　　

　　　　　　　　　・患者様の状態を把握し、どのような危険があるのか、常に考え業務していく。　　　

　　　　　　　　　・所在確認を行い、歩行、立ち上がりがある時など付き添いを行う。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　＜口腔ケア勉強会～食べる前の準備体操＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 低下した嚥下に関係する筋力の増強などに効果があります。

· 食事前に行いましょう。（30分くらい前に行っていくのが良い）

· 自分で行えない患者様には他動運動で行なっていきましょう。　

※誤飲、誤燕を予防するための食前体操１～３まで実際に資料をもとに実際に行ってもらっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　







